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一
が
小
さ
い

の
で
編
砕
を
義
一
ど
に
二
十
日
間
を
要
す
る

一も
て
あ
そ
ん
記
り
、
他
人
一

は
治
ら
た
い

一

る

所
要
熱
最

の
標
準
一

の
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

一込
み
取
り
出
そ
う
と
し
て
一
負
傷
を
し
た
。

一

陀
対
し

て
の
い
た
イ
ら
は
一

八
、
食
物
の
正
し
い
撮
り

一

ハ
百
十
一
良
慣
格
一
つ
Y

い
て
、
井
口
県
婦
人

一い
た
噴
こ
こ
ろ
、

突
然
爆
発
一
今
年
は
、
三
ん
在
事
故
が

一慢
し
み
ま
し

ょ

う

。

一

方

一

百

五

十

円

長
崎
県
一
児
童
課
長
か
ら
母
子
家
庭

-し
、
顔
と
手
K
全
治
寸
日
一
起
き
な
い
E
う
、
子
供

ω
一A

家
庭
や
噌
段
な
ぎ
で
一

九
、
食
品
日
栄
養

倒

弱

一

両

人
陥
会
設

行

一

の
現
況
、
そ
ハ
リ
対
策
な
ど

問
の
火
傷
を
負
っ
た
。

一花
火
遊
び
じ
は
、
特
に
大
一
は
、
子
供
の
あ
そ
び
万
、
一
十
、
極
々

の
年
令
K

お
け
一
ハ
柄
和
一
事
務
所
二
の
拡
叫ん

2
2
っ
て
、

紙
玉
を
温
め
爆
按
一
人
も
ま
こ
と
に
注
意
し一
道
具
在
ど
に
十
分
関
心
を
↑

l
il
--
{
?
!1
1
1
1
一回
大
村
地
図
谷
山
氏
外
一一一

一

一ま
し
ょ
う
。

、

一
も
ち
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
一
母
子
一
脳

祉

連

合

曾

生

る

一

氏

の

貴

粛

一謀

議

後

一夜

一

小
掌
ハ
年
生
其
が
、
友一

ム

凋

路

や

人

の
見
合
一
ム

花

火

原
一の
保
・管
K

つ一

一
中
央
地
民
有
志
に
よ
り
、

一人
三
、
同
名
と
紙
玉
を
も
一
す
る
場
内
建
物
な
ど
K
一
い
て
も
、
十
分
注
意
し
ま
一

体
駁
発
表
や
レ
ク
レ

i
シ
ヨ
ン
も

一今
後
。
母
F
問
祉
会
の
運

つ
て
遊
ん
で
い
た
が
、
遡

一
対
し
相
当
の
距
離
を
保
ち一
し
よ
う
。

一

.

一

皆

、
情
動
な
ぎ
に

つ
い
て

び
わ
き
、
友
人
の
家
に
行
一
且
つ
、
よ
く
注
意
し
ま
し
一
ム

花

火

で

あ
そ
ん
だ
後

一本
紙
前
号
で
お
印
ら
せ
し
一
市
遺
族
会
長
、
常
務
叫
ん
生
一
の
グ
ル
ー
プ
立
融
が
行
わ

き
、
い
ろ
り
端
で
紙
玉

ω
一
上

う

。

一

は

、

火

の

始

末

を

忘

れ

た

た

大

村

市

母

子
明
性
辿
合
一
寄
目
代
表
な
げげ
及
、
り
来
一
れ
、

攻
乃
五
凶明
日日
を
蝋
カ

ト入
っ
た
び
ん
を
と
り
凶
し
一

A

風
の
強
い
場
討
は
、
一
い
よ
う
に
致
し
ま
し
ょ
う
一会
結
成
大
曾
は
、
八
月
1
1

一
気
や
関
山
町
、有

力
日
川

乏

に

推
し
進
め
る
三
と
決

一
て
温
め
た
と
こ
る
、
突
然

一在
る
ペ
く
3
け
ま

L
上
う
一

4

ハ
大
裂
選

者

二

日
午
前
九
時
一
一
ヤ
分
か
ら
一
が
代
の
賢
明

ι始
ま
わ
務
一
定
し
、
午
後
一
時
一一
一・寸
分

恥
発
し
、
南
限
、
雨
手
二

一爆
発
し
手
お
よ
び
鼠

Z
一A

夫
人
が
酒
に
酔
っ
て
一

一中
央
公
益
山
で
開
催
さ
れ

一間
関
祉
事
市
町
長
の
開
会

一終
了
。

」

ー

ー

ー

1
1
1
1
11
i
a
f
-
-
'
'

・
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一た
。

一
の
挨
拶
と
仁
和
成
ま
で
の
経
一

全
治
二
週
間
の
火
傷
を
負

一

一

す。

一
三
の
日
市
内
の
母
子
家
庭

一過
報
官
、
秩
父
宮
妃
殿

下

一

ス

ロ

ー

ガ

ン

一一
耽

一

セ

ン

タ

ー

建

設

に

御

協

力

'

ゲ

二

な

お

希
望
の
方
役
八
月
一
の
お
母
さ
ん
た
ち
約
h
百一

の
お
百
一
決
が
あ
っ
て
、
井

一A
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金

繰
玉
を
突
き
爆
投
貨
傷

一
百回一

一
二
十
五
日
ま
で
楠
祉
事
名
三
井
口
県
姉
人
児
童
説
一
石
ト
キ
氏
h
f

議
民

に
規
約
一
の
噌
岡
崎
北

集
中
挙
一七
年
公
正
、
が
一

一
川
…
骨
を
中
心
と
し
た
健
康
長
帯
法
を
講
読
下
さ
い

一
務
所
ま
た
は
円
張
所
へ
長
、
一
ノ
瀬
県
件
千
福
祉
一予
算
を
群
議
満
場

一
致

一ム
職
場

)

資

・
職
議
。

ん
具
暗
か
ら
紙
五
を
買
い
一
言
司
一
こ

の
た
び
長
崎
県

-名
も
お
り
、

し
が
も
そ
の
一
お
巾
迅
み
く
だ
さ
い
。

一会
長
外
、
地
元
か
ら
大
村
一で
承
認
、
役
員
の
紹
介
、
一
間
64、
杭
峨
件
旋
つ
促
進

が
ん
具
用
け
ん
銃
で
遊
ん

一

tE-
古
人
協
会
で
は
富一
中
に
は
‘
目
と
耳
の
二
重
一
〈
「
骨
を
や
心
と
し
た

市
長
.
森
議
長
、
一

淵
敬
一
会
長
勺
挨
拶
ず
の
り
、
各
一

A
母
子
年
金
制
の
早
如
実

で
い
た
が
、
余
っ
た
分
を

一人
の
文
化
的
更
牛
保
護
を
一苦
を
殺
ね
、
絶
対
的
保
護
一
健
康
長
帯
法
」
の
内
客
)

-育
長
、
前
連
合
婦
人
会
長
一
来
筑
か
ら
お
附
い

t
激
励

一現

そ
O
ま
ま
に
し
て
お
け
ば

一目
的
と
す
る
、
盲
人
福
祉

一を
必
要
こ
す
る
宵
人
の
方
二

、
骨
が
丈
夫
吃
育
つ
に

一

一A
K
共
は
子
女
の
健
全
な

長
崎
市
内
で
子
供
が
ご
さ
一
水
を
買
い
受
け
、
一
三
傷
害
を
与
え
た
。

一危

険

と

思

っ

て

三

〈

一
セ
シ

グ

!
っ
建
設
首

2
3
T
2
2
3一
ほ
こ
ん
そ

室

の

与

え

欝

関

議

仁

三

議

鑓

翻

親

類

一
育
成

ι苛
め
ま
し
ょ
う

ヤ
ピ

?
肥
点
火

1
2
7
7ト
花
火
陀
点
火
し
一
火
薬
遊
ひ
て
而
眼
見
傷

一切
っ
て
、
小
さ
な
空
び
ん

一得
の
た
め
「

2
中
心
子
っ

て
い

る
珂
放
で
あ
り
ま
一

方
が
最
も
に
切

一
繍

機

織

機

関

川
誠

轍

鍛

麟

鱒

繍

一

2
2
t
7
r

Z
5
2っ
て
、
近
一
て
打
上
け
た
と
こ
ろ
、
近
一
苦
筆
生
は
、
自
宅
で

一
吃
し
ま
っ
て

g、
翌
日
ア
い
た
他
嵐
長
蒋
法

工

い
一す
。

一

二

、

長

命

の
秘
訣

一
総

額

機

鰍

麟

滞

緩

闘

騒

満

潮

関

脇

一

明

る

く

引

く

3
3ま

文

所

勾
露
大

E
Z陳
列
し

一所
の

わ

ら

厚

?

?

了

ケ

ッ

ト

関

与

る

た

め
一ま
た
こ
れ
を
使
っ
て
ま
す
図
書
乞
販
売
し
て
お
り
一
っ
き
交
し
て
は
こ
の
事
一
一一
一、
妊
娠
の
生
理
と

警

灘

鰐

仁

三

機

関

闘

機

輔

一

し

よ

フ。

!

て

あ

つ
だ
花
火
て
突
込
み

一
て
発
火
し
、
住
宅
二
軒

す

需

管

二
枚
を
装
の
三
う
と
思
し
、
乙
れ
を
川

一ま

す

が

、

号

日

E
情
を
お

ま

と
り
く
だ
さ

一四
、
こ
う
す
れ
ば
必
や
安

議

総

醤

療

機

騒

韻

関

斜

畿

一

三

後

ν
ク

v
l
シ
ヨ

花
穴
が
次
々
に
爆
発
じ
商
一
全
焼
三
十
万
円
位
の
損
害
一
ヤ
グ
プ
棒
で
押
し
込
ん
で

-
し
て
っ
た
が
、
び
ん
口

}れ
な
い
盲
人
が
五
千
数
百

↑
っ

τ、
こ
の
事
選
一
円

の一

産

品

務

騒

欝

翻

繍

臓

欝

建

議

一

ン

と

し

て

-A
説
話

口
口
の
花
火
を
焼
失
し
良

一
で

あ

っ

た

。

一

1
1
11
1
1
1
h
a
f
-
-
1
1
1
1
1
一だ
め
前
記
図
書
フ
時
読
じ
一
五
、

情

既

日

長

と

主

将
働
総
論

議

機

鱗

鰯

鞠

樹

樹

齢

機

一

人

部

乃

合

同

均

旧
、
中

村

良

市

を

負

わ

せ

て

し

話

時

枠

内

一

十

月

に

慰

霊

祭

執

行

一

7
ハ
コ
は

J
ト

託

ぷ

川

口

一

日

立

om
m
u

額
十
I
V麟麟
鶴

一

M
M
M
A
M
U
M

火災発生

一口話内定一

殉閥慰霊賛会々
員の勘募

一f
h
r封
一
力
配
町
一
叫
ん
(

一
麓
機
騒
鶴

(第112号)

花
火
遊
び
に
注
意

昨
年
も
多
か
つ
れ
火
災
三
事
故

り

い
よ
い
よ
本
格
的
な
暑
さ
が
訪

?
れ
、
お
金
も
近
ま
り
、
夕
涼
み
ゐ
縁
先
で

花
火
遊
び
ゃ
、
夏
の
夜
空
に
紅
ひ
も
を
投
け
上
け
る

「
ヤ
ピ
ヤ
」
在
ど
が

一

自
の
疲
れ
と
暑
さ
を
忘
れ
き
ぜ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
花
火
の
取
扱
い

の
方
訟
に
よ
づ
て
は
け
が
や
、
恐
し
い
火
災

な
き
、
い
ま
ま
で
の
例
か
ら
も
沢
山
の
事
故
が
起
き
て
お
り
ま
す
。

昨
年
中
長
崎
県
内
で
、
花
火
忙
よ
り
発
生
し
た
事
故
は
、
次
の
・
と
お
わ
，
B
C

在

っ
て

お
り
ま
す
。

よアゴ市村大(旬判)時i和 ?l年 8月 10日(一〉

固定資産税事 三期 分iま

8月15日-3D日
が納期です

志札ずに納めましょう
納税阻合Z加入す ると

使 刊です

ζ 

の

「
市
政
だ
よ

り
」
は
八
月
十
日
仁
市
民
課
か
ら
発
悲
し
ま
し
究
。



(第112号)

新
し
い
警
察
制
度
が

し
か
れ
て
か
ら
、
三
三

児
二
周
年
を
迎
え

た
の

で
あ
り
ま
す
が
、
県
民

の
み
在

3
ま
方
は
、
三

の
て
年
の
間
汽
枇
智
察

ば
ぎ
の
よ
う
な
歩
み
を

た
ど
わ
、
制
度
改
正
の

効
果
は

E
の
k
う
に
あ

が
っ
て
い
る
か
と
い
・
フ

之
と
に
つ
い
て
、
深
い

関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い

る
三
と
L
思
い
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
七
月
、

警
察
制
度
は
、
得
察
の

民
主
化
と
中
立
性
の
保

持
、
そ
れ
か
ら
組
織
を

合
理
化
し
て
、
仕
事
の

B

・s
G

・s
代
表
元
気
て
出
発

り

能
率
を
あ
け
る
三
芝
、

之
の
一一
一
つ
の
目
標
を
か

か
け
て
大
き
〈
転
換
し

県
警
察
の
誕
生
を
み
た

の
で
あ
わ
ま
す
が
、
私

ょ
っ
で
、
内
部
組
織
も

冗
ん
/
¥
改
善
3
れ、

業
績
も
あ
が
ヲ
て
、
県

内
の
治
安
の
継
持
に
つ

い
て
}
応
大
過
た
く
賀

は
あ

b
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
最
近
に
お
け

る
犯
罪
情
勢
や
警
察
に

対
す
る
世
上
の
い
ろ
い

ろ
た
批
判
に
三
た
え
ま

み
な
さ
ま
の
深
い
御
理
解
ミ
御
協
力
た

ー
新
警
察
制
度
二
周
年
を
迎
え
て

l

長

崎

駿

警

察

本

部

長

E
も
は
、

C
来
三
の
線

に
そ
っ
て
精
進
努
力
し

て
参
め
ま
し
花
。

幸
い
、
み
を
さ
ま
方

の
御
理
解
と
御
協
カ
に

任
を
果
す
之
と
が
で
き

た
の
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
わ
私
き
も
は

と
れ
を
も
っ
て
決
し
て

満
足
し
て
い
る
も
の
で

犬?と葉長大
会えが在村
にてあ r市
の福わか長
ぞ山、ら

む隊三激 一
決長れ励淵
意かにの敬
をら三言育

郷
土
民
の
支
援
に
感
謝

主アゴ政市村大(旬刊)昭和31年 8月10日

野
岳
ゆ
予
備
訓
練

(二)

夏

目

義

明

し
て、

一
唐
の
工
夫
改

善
之
努
力
を
い
た
し
、

立
派
た
普
察
に
し
在
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
感

を
一
し
お
、
深
く
す
る

も

の
で
あ
わ
ま
す
。

逐
記
・
噌
加
の
傾
向
に

あ
之
盗
犯
、
兇
謡
犯
、

暴
力
団
事
犯
な
ど
の
一

般
加
持
の
予
防
、
検
挙

日
も
主
よ
わ
樫
せ
い
剤

事
犯
対
策
、
少
年
補
導

安
通
事
故
の
防
止
そ
の

ほ
か
当
商
す
ら
い
ろ
い

ろ
な
問
題
の
た
め
に
普

察
の
責
任
は
き
わ
め
て

重
く
、
ま
た
、
大
き
い

之
と
を
痛
感
す
る

の
で

あ
の
す
。

私
ど
も
は
、
三
三
に
第

二
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
過
去
二
カ
年
の
問

に
お
け
為
替
畿
の
在
り

方
在
h
v

、
所
勤
た
り
に

つ
い
て
十
分
反
行
L
検

討
を
加
え
る
L
」と
も
K

今
後
み
在
さ
ま
方
の
警

察
に
対
す
る
忌
た
ん
の

在
い
仰
注
意
や
御
批
判

を
参
考
ー
と
設
し
、
で
き

る
だ
け
の
努
力
を
払
っ

て
、
み
な
さ
ま
の
御
期

待
に
お
こ
た
え
で
き
る

民
主
的
な
、
そ
し
て
力

強
い
瞥
祭
を
つ
く
わ
た

い
念
脳
で
あ
わ
ま
す
。

E
う
か
、
い
ま
ま
で

よ
り
以
上
の
深
い
御
理

解
と
心
か
ら

の
抑
協
力

そ
御
願
い
し
た
い
の

で

あれり
ま
す。

連
ぺ

一
同
一苅
筑
よ
く
出

ハ
長
崎
市
大
浦
元
町

)
、
一

々
津
村
〉

発
し
た
。

一岩
下
国
松
戸
西
彼
杵
郡
菩

一

{

事
業
課
》

た
お
一
行
は
十
二
日
帰
一
八
一
粁
走
破
に
ス
タ
ー
ト
O

一
瞬
と
誘
導
の
へ

H

ヨ
プ
タ
I

着
の
予
定
。

ハ
教
育
委
員
会
〉

…
一
同
…
剣
山
キ
ロ
乍

1
時
間
的
的
分
で

日付一
一大…

大
村
湾
一
周
長
距
離
レ
ー
ス

大
村
駅
頭

ω
壮
行
式

七
月
二
十
日
午
後
誇
古
公

一

民
舘
で
大
村
瞥
察
習
の
指
一

導
で
放
念
法
の
講
習
会
を

一

行
っ
た
。

一

〈
市
連
合
防
犯
組
合
ゾ

一

ブ
ラ
ジ
ル
移
民

一

三
五
九
世
帯
が
移
住

h
b

プ
ラ
グ
ル
移
民
ば
常
時
募

j

集
が
行
わ
れ
、
全
国
で
は

E

師
三
一
百
五
十
九
世
帯
と
を

単
独
居
傭
者
三
百
七
十
五

名
が
迭
・
り
出
さ
れ
て
お
り
移

ま
す
。

犬
村
市
で
も
昨
年
八
月
竹
曲
民

l
lh

桧
の
熊

野

直

記

氏

が

パ

ラ

]
一

グ
ア
イ
に
移
住
し
ま
し
た

-
1
一
在

日
ギ
海
外
協
会
連
合
会
か
布

一
間

ら
本
年
七
月
現
在
の
募
集

一
地

決
況
が
選

っ
て
来

て

い

ま

開

一住

す
の
で
皆
吉
ん
の
参
考
に
一
移

供
し
ま
す
。

テ
コ一

在
お
、
呼
寄
居
傭
移
住
地

4
E
一致

一

分
は
弐
号
に
掲
載
予
定
。

一
頃

一

福
祉
事
務
所

V
E
良
一

子

供

達

の

楽

園

一

一

同

原
口
町
内
て
汗
の
奉
仕

"

一
地

原
口
町
内
?
は
「
子
供
先

一
知

ち
を
安
全
に
楽
し
く
逃
ば

一
閃

せ
よ
う
」
主
の
多
年

の
念

-ー
ー

加
を
実
現
す
る
た
め
、
遊
一

一び
場
の
設
置
を
計
一回
、
原

一
口
住
宅
内

3
2
地
約
六
百

坪
を
町
民
総
出
で
整
備
、

三
の
桂
完
成
し
た
。

〈
写
民
は
遊
間
地
に
汗
ゆ
奉

仕
に
励
む
町
民

正
喜
び
白

子
供
た
ち

〉
(
市
民
説

)

募集 締切

農業者であると色。一夫帰

主:基幹として15才以上50才

未満の働手が 3名以上の世

帯携行金15寓目以上

31年?月15日

件

農業者であるこ1:0 一夫婦

を基幹として 16才以上50才

未満0男。働子 3名以上の

i!t帯携行金15寓目以上

31年 7月15日

ハポン地区

ドミ ζユカ国 ラペ ガF

麟コ シスタンサ近

郊

大
村
ポ

1
イ
、
ガ
ー
ル
・
一
近
く
の
観
費
者
が
あ
っ

ス
カ
ウ
ト
で
は
八
月
二
日
一
て
盛
大
K
終
了
し
た
。

か
ら
軽
井
沢
で
開
か
れ
た
一
之
の
催
し
に

よ
る
純
益

B
・8
、
G
・8
全
国
大
会
一
四
万
五
千
三
百
九
十
九

参
加
の
に
め
、
会
員
五
十
一
円
を
大
会
派
遣
費
、
と
し

名
が
去
る
七
月
一一
十
四
日

一

て
充
て
る
こ
と
が
で
き
・

か
ら
二
十
六
日
ま
で
桧
原
一
ま
し
た
の
で
、

本
紙
上
一
大
村
競
艇
開
設
五
周
年
記

一プ

グ
l
k
誘
導
さ
れ
、

ν

野
吊
湖
畔
で
全
国
大
会
の
一
で
市
民

の
皆
様
の
絶
大
一
念
行
事
と
し
て
、
海
事
忠
一
1
ス
場
か
ら
ま
っ

し
「
ら

予
備
訓
練
を
行
い
、
大
村
一
な
る
御
協
力
、
御
支
援
一

想
の
普
及
、
と
選
手
の
長
距
一白
波
矛
け

っ
て
川
棚
K
向

市
長
、
一
瀬
教
育
長
な
ど

一

を

感
謝
し
ま
す
。

一離

ν
l
ス
技
術
の
向
上
を

一い
大
市
↓
長
浦
↓
時
津
↓

多
数
の
来
賓
が
観
察
し
た
一
こ
の
よ
う
陀
今
回
の
全
国
一
図
る
た
め
、
八
月
五
日
午
一
ふ
へ
草
の
各
区
閣
を
つ
フ
ば

ま
た
、
全
国
大
会
派
遣
一大
会
参
加
に
際
し
郷
土
民

一前
十
一
時
五
十
分
競
艇
場
一
し
め
沼
津
観
衆
の
声
援
を

賛
助
会
で
は
、
犬
村
日

一
の
聾
援
を
受
け
、
稲
山
隊
一
か
ら
の
打
上
け
花
火
を
合
一
受
け
午
後
一
時
四
十
八
分

-s、
G
-
S
の
全
国
一
長
以
下
十
五
名
の
代
表
は

一図
に
八
十
一
キ
ロ

O
大
村
一
六
番
艇
大
平
勝
義
選
手
が

き
会
派
遣
資
金
募
集
の
一
七
月
三
十
日
午
前
十
時
晴
一
湾

一
周
モ

1
グ
1
ポ
1
ト
一
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
。

た
め
、

七
月
二
寸
八
日

一
れ
の
全
国
大
会
の
批
途
に
一

ν
l
ス
を
挙
行
し
た
。
一
な
お
、
大
付
清
一
周
所

昼
夜
二
問
、
中
央
公
民
一
つ
い
た
。

一三
の

日
は
絶
好
の
天
候
で
一
要
時
閣
の
懸
賞
募
集
を

一

舘
で
郷
土
浦
議
会
を
開
一
三
の
日
大
村
牒
頭
で
関
一
上
々
の

レ
l
ス
日
和
に
め
一
行
っ
た
が
、
一
着
大
平

一

保
各
団
体
、
地
区
か
ら
一
係
者
多
数

の田町
諮
り
の一
戸、
ま
れ
、
参
加
し
た
六
艇
一

選
手
の
所
要
時
間
は
二

多
彩
在
出
演
止
二
千
人
一
中
に
批
行
式
が
行
わ
れ
一
ば
海
上
保
安
庁
の

へ
F
コ
一

時
間
三
十
八
分
十
六
秒
一

で

一
千
二
百
名
の
臆
募
一

者
が
あ

b
七
日
正
解
者
一

i

を
抽
せ
ん
で
決
定
し
た
一
て
各
草
作
防
犯
組
合
長
を
一
位
意
[
場
所
そ
限
定
す
る

ム

一
位
中
島
健
〈
新
町
d

一
指
集
し

て
夏
。
防
犯
対
策
一
よ
う

に
ム

ヂ
良
化
。
防
止

ム
二
位
山
道
誕
ハ
大
付
郵
一
協
議
会
を
開
催
、
大
村
警
一
三
保
護
ム
右
側
通
行

の
励

便
局
)

A
三
位
山
田
繁
好
一
察
署
長
'
七
の
他
関
係
者
が
一行
ム
バ
ス

へ
の

乗
降
を
正

1
1
1
1
1
1

一出
席
し
て
次
の
よ
う
な
ゆ
了
く
、
青
少
年
ば
年
長
者

夏

の

防

犯

対

策

一合
事
項
を
決
定
し
強
力
に
一
吃
応
出
子
譲
る
よ
う
に
ム

ー

!
4
J
一実
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
一
農
撲
の
取
扱
い
は
十
分
注

萱
瀬
地
区
で
協
議
曾

一
〔
申
合
事
項
〕
ム
児
童
の
一
意
す
る

k
う
に
ム
他
人
の
一

ー
;

一
夜
遊
ひ
を
し
在
い
よ
う
に
一
作
物
を
沈
3
ぬ
よ
う
に

o
r
，

内

萱
淵
地
区
防
犯
組
合
ハ
純

一ム
山
の
盗
伐
を
し
た
い
よ
一

一一
皮
下
し
h
w

…

合
長
禿
鶴
雄
氏
J

で
は
、
了
K
ム
押
売
を
さ
け
る
よ
一
一
咽
重
で
念
救
法
講
習

-

、

q
ん

保集募

20グ

ドミ=カ国

コンスタシサ

地区

敬
老
院

へ
寄
贈

五
月

一
日
か
ら
五
月
三
十

一
日
ま
で
慰
問
金
口聞を
市

立
敬
老
院
へ
寄
股

3
れ
た

篤
芯
家
は
戎
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

日

一

一

二
金
一

、
八
五
O
同
一
第
三
節
男
女
混
合
屯
1

タ

一

-
ポ
ー
ト
レ
ー
ス
選
手

一同

五、

了七
一
書

籍

一

蹴

一
古
町
住
宅
渡
辺
豊
太
氏

突

き

六

月

二
十

二

日

一

一

引

Z
J引
1則

一

大
村
簡
易
裁
判
所
待
合
室
ニ

|

|

|
一1
1
1
1
11
I
T
-
-
l
i
l
i
-
-P一

色
現
金
千
円
ハ
千
円
札

一一
一
五
、
二
四
一
金
二
八
五
O
悶
一
什
川
口
朴
い
同
県
立
同
一

枚
ゾ
全
月
二
十
四
日
、
片
一

-
E
l
i
-
-
r
i
l
1
1
1
1
1
r
i
l
l
-
l
i
l
i
-
-
-
一

町
松
尾
パ
ン
前
遺
路
上
ム
一
ク

ロ
ー

ム
パ
ッ
ク
七
石
、
一
ン
三
針
十
三
型
》
七
月
二

一現
金
千
円
、
全
対
全
日
大
一
s.ハ
ン
ド
付
J

全
月
ヤ
二
十
日
中
央
青
果
関
で
、
ム

一村
勝
待
合
所
ム

現

金

子
一
日
下
波
戸
青
果
市
場
前
道
一
自
転
車
グ
イ
ヤ

l
一一一
ハ一一

一
正
百
円
f

千
円
札

一
枚
、
一
路
ム
税
金
千
七
十
悶
入
財
一
十
六
吋
新
日
間
ぜ
七
月
二
十

一五
百
円
札
一
枚
J

全
対
一
一一
布
ハ
千
開
札
一
枚
十
闘
硬
一
七
日
東
彼
彼
杵
町
で
、
ム

十
九
口
、
武
部
遊
廊
入
口

一
貨
七
枚
、
財
仰
は
松
山
模
様一

現
金
千
円
ハ
千
円
札
{
枚

下
ト
ン
ネ
ル
内
A
現
金
二
一
の

回
ザ
シ
、
写
真
二
枚
、
ク
一
ゾ
七
月
一
で
ヤ
八
日
、
玖
島

千
四
百
門
戸
千
円
札
二
枚
一

l
ポ
ン
帳
N
O
四
じ
九
回
一
町
本
小
路
で
、
ム
現
金
二

百
円
札
川
枚
、
全
月
企
日

一J

十
二
日
本
小
路
パ
ス
停

一千
円
ハ
千
円
礼
二
枚
d

七

黒
丸
郷
福
井
清
見
方
前
路
留
所
前
ム

現
金
千
円
ハ
千

一月
二
十
八
日
幸
町
大
村
木

上
ム
現
金
子
凶
〈
千
同
札

一円
札

}
枚

J

七
月
十
七
日
一
工
会
社
聞
で
、
以
上
大
村

一
枚
)
七
月
二
日
今
富
橋

↑際
通
わ
合
同
グ

ク
シ

1
前

一瞥
察
署
K
保
管
し
て
あ
り

企
腕
時
計
一
側
ハ
十
二
型
で
A
腕
時
計
一
ハ
シ
チ
ズ

一ま
す
。
〈
大
付
警
察
署
J

ドミ ニカ国 Pペル

タドー J\.. 麻~ヤ邑

オシ プ ウ

7-llt帯
ドミ ζ カ国ダ

1 

月
五、

31年 7月末日

近日募集開始

農業者でbる乙主.一夫婦

を基幹として15才以上50才

未満。働手 3名以上

携行会10高岡以上

プラグル園バイ?

州タタプウョtfs

2 

プラジ ，レ国

グ?マ連邦随

民地

4 

プヲ ジル国バ ヲ州

ペレン近郊

プラグル園ィ

ツペラ連那憶

民地

30グ

10グ

3 

品

目

数

量

グ

農業者である ζ 1:0 60才未

満。一夫婦を基幹 kして12

才以上。もの 3名以上。労

働力豊かなも 0 土地跡入

費及び携行金20高回以上

31年 7月10日

25日

8月10日

9月10日

パヲ ク・ア イ国イタ

プア腕ヱ シカルナ

シオ近郊
80グ

パラグアイ国

フラム植民地5 

慰

問

寄

婚

者

住

所

氏

名


